














































( 1 ) 川出敏裕「任意捜査の限界」小林充先生・佐藤文哉先生古稀祝賀刑事裁判論集下巻
(2006年） 32頁（「相手万」とされる〔「対象者jともされるが，単に「相手方jの言
い換えのように思われる。〕。），酒巻民「刑事手続における任意手段の規律についてj




















































'fljタ296号（1973年） 64頁，朝岡智幸「判批」判タ 339号（1976年） 129頁，貴志浩
平「司法警察－行政警察区分論に関する一考察J警察学論集52巻1号（1999年） 66頁，
さらに古くは，新井裕「司法警察と行政警察に関する試論」警察研究 17巻4号 (1946
年） 2頁以下，芦田一良「行政警察と司法警察に関する考察（ー） 警察概念の検討 」
























例解説（任窓同行・逮捕篇）.J8!J冊判タ 11号 (1990年） 65頁。この立場では，被疑者
に対する有形力行使の限界も，第三者に対するその限界も，同一の基準によるべきで
あるとされる（木藤繁夫「逮捕の際の犯人以外の第云者に対する有形力の行使」警察
学論集36巻 l号 (1983年） 172頁）。さらに，西村浩司「判批j佐々木史朗ほか編『警
















































































































































年） 4頁， 294頁，同『変革の中の刑事法』（2000年） 125頁，松尾治也『刑事訴訟法








解もある（光藤景佼『刑事訴訟法 Ij (2007年） 56頁）。
























































































































































































































(28) 東係武治「判批」昭和 55年度重要判例解説ジユリスト 743号（1981年） 40頁。




集4巻 1= 2号 170頁の「職務質問の要件なき職務質問」であるから違法であるとす
る立場の方が論理的で、あろう。











年度重要判例解説ジュリスト 743号 (1981年） 202頁，加藤品「自動車検問における
警察官の権限行使の一般的根拠」佐身木史朗ほか編『警察関係基本判例解説100』別冊




































































































点〔第3版〕』（2002年） 76頁以下，星周一郎『防犯カメラと刑事手続』（2012年） 178 
頁以下参照。
(36) 最高裁判所判例解説刑事篇昭和44年度494頁〔j毎老原震ー 〕。





















































年） 165頁， j口J上和雄「任意同行をめぐる若干の問題j警察学論集41：巻1号 (1988年）
53頁参照。

























(38) 松尾浩也監修・前掲注（6) 436頁 河上和雄ほか編『大コンメンタール刑事訴訟法




























































































































































































































高判干6・10・26判時 1519号91良＼福岡高判平6・2・21判タ 874号 147頁，札幌

































同「ネットワーク犯罪への手続法的対応」シ、ユリスト 1148号 (1999年） 217頁参照。



























































































































































































































判例解説ジュリスト 642号 (1977年） 178頁参照（帰ろうと思えば帰れる状況になかっ
た以上，身体の拘束であるから，「本件の具体的情況を考慮に入れてもなお疑問の残る
ところ」とされる。）。




















































(2000年） 19頁以下高木光「比例原則j法学教室 145号（1992年） 33頁参照）。
(60) 田口守一－前掲注（6)l18頁。
広島法科大学院論集第12号（2016年） -191 
全く関係のない第三者が社会の安全と平和のために，どの程度の侵害を甘
受すべきかという問題の解決には，市民社会の在り方についてあるべき理念
を解明することが必要となるが この点については他日を期するほかはない。
（以上）
